
 

 

 

有料 iOS アプリ：『Anytune Pro』を使って 

ピッチ（音程）を変えずに、テンポを遅くする方法 
 

¶文化祭や運動会などで役立つアプリの紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.27 

１．使用アプリ：『Anytune Pro+』 \1,200- 

  出力アドオン（課金追加機能）：\600- 

※ アプリ内で編集した内容のファイルをメールなどで

パソコンに飛ばすための追加機能。 

   

 

 

２．iTune などで、曲を取り込むと、右の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．600 円の課金追加機能で、編集した曲をメール 

  経由でパソコンに飛ばすことができます。 

  出力形式は.mp4 なので、iTune などで再生したり 

  CD に焼き付けたりすることができます。 

  ※ 一度 600 円払えば、後は無料で半永久的に 

    エクスポート機能が使えます。 

テンポチェンジ。－で遅くなる。 

ｘ0.5 刻みで調節可能。 

ピッチ（音程）チェンジ。音程を変えずに 

曲をゆっくりにしたり早くすることもできる。 



４．こんな感じで出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ×1.0(原曲。1:54)、×0.9(2:06)、×0.8(2:22)、×0.7(2:42)、×0.6(3:10)のテンポで出力した

物です。ダンスなど、ゆっくりテンポでの練習が必要な活動には重宝します。 

 

 

 似たようなアプリはいっぱいありますし、PC を使うともっと複雑な編集もできますが（私もボーカロイ

ドの編曲をする際にはローランドの「Music Creator」を使っています）、手軽に編曲しながら、学校で仲

間の先生と確認しては出力する…という用途では、とても使い勝手が良いアプリですので、ご紹介をさせて

いただきました。 


